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学長就任にあたって
－教職員一丸となって－

学長　　常　本　秀　幸

　北見工業大学は、２０００年の記念すべき一昨年

創立４０周年を迎えました。この間、学部・大学

院の拡大、また研究環境の整備など着実に発展

を遂げてきました。また、入学生も５０％が本州

からの学生と、大学設立当時は想像もつかなか

ったことだと思います。このように充実・発展

できましたのは、歴代の学長の熱意と努力、そ

れを支えてきた教職員の努力の賜であり、この

ことに敬意を表したいと思います。

　しかし、このような右肩上がりの大学運営が、

ここにきて「法人化」、「再編・統合」を想定し、

内部充実を目指した運営へと大きく方向転換す

る必要に迫られています。まさに問題山積の中

で第７代目学長を引き受けることになりました

が、私の決意と教職員に現状を認識してもらう

ために一言述べさせていただきます。

　現在、本学教職員の総数は２８４人ですがその

平均年齢は現在４６歳に近づいております。講師

以上の教官の平均年齢ほぼ５０歳、助手で４１．５歳、

技官が一番若く３７．２歳、職員も４６．３歳になって

おります。ここ数年間で退官する教職員が約２０

人おりますが、１０年後に平均年齢が５歳以上高

くなることは間違いありません。年齢が高いこ

とは、経験豊富な人材が増加し良い面もありま

すが、いわゆる組織活性化・人件費高騰等の点

で問題も多くあります。幸い、大学には学生と

言う常にフレッシュな若者がおりますので、こ

の活力によって若さを保つことは可能ですが、

これだけでは解決できません。

　２年後に実施されるであろう法人化では、当

初は現状に近い予算が運営費交付金として交付

されますが、数年後の予算は学生数と教育・研

究活力の評価結果によって決まると言われてお

り、経験豊富な人材が多いだけでは高い評価は

得られません。従って、与えられた交付金の中

で大学を維持発展させるためには、多くの内部

改革が必要になります。その最大課題が、小泉

首相ではないですが「統合無くして発展なし」

と考えております。最近の政治の混乱を見ます

と大学改革が遅くなるのではとの期待感があり

ますが、産業界の大学に対する批判と期待を考

えますと時間的余裕はないと考えるべきです。

大学間統合は、事務部門の共通化、教育分野の

拡大、将来性のある新分野の創生等が可能にな

り、経営基盤の充実が期待できます。実りある

統合を目指して慎重かつ大胆に進めて行く必要

があります。

　次に、法人化対応ですが、大学としての中期

目標とそれを達成するための中期計画が重要に

なります。学科の改組あるいは学生定員などは、

従来のように概算要求ではなく大学で決める事

ができます。時代に即した学科・教官編成を進

めながら「個性かがやく大学」を作らなくては

いけません。北見工業大学を充実・発展させる

ため、各学科の「将来戦略」を伺いながら学科

改組等を進めたいと思います。

　大学の存在価値の指標は、入学希望者と就職

先の確保にあります。大学の広報を充実すると

共に、JABEEのような出口管理を早い内に達

成したいと思います。また、博士前期課程への

進学率の向上と、博士後期課程への進学者の確
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保についても早急に検討いたします。これらは、

今後の第三者評価において評価の対象になる項

目であり、教職員が一丸となって努力する必要

があります。

　アメリカ第３５代大統領、ジョン・Ｆ・ケネディ

ーの就任演説での有名な一節に、「あなたの国

家があなたのために何をしてくれるかではなく、

あなたがあなたの国家のために何ができるかを

問おうではないか」と言う部分があります。ま

さに、「国家」を「大学」に置き換え、これか

らの大学改革に協力をお願いしたいと思います。

定年が近づいた教職員には、自分達の時代は何

とかなると考えるのではなく、自分や家族を育

ててくれた大学の将来のため、最後の力を発揮

してもらいたい。５０歳前後の教職員には、これ

からの改革に大学の運命がかかっていることを

自覚し、大いに発言していただくとともに、教

育・研究等において大学のリーダーになっても

らいたい。さらに若い教職員には、まさに将来

の生活基盤を左右することになることを自覚し、

自己啓発に最大限の努力をお願いしたい。

　これからの大学は教職員と学生が一体となっ

た総力戦になります。建設的な将来性のある議

論を進め、北見工業大学を２１世紀の「個性かが

やく大学」に作り上げるため、皆様のご協力を

お願いいたします。

＝平成１４年度入学式＝

告辞「夢に向かって挑戦しよう」

学長　　常　本　秀　幸

　北見工業大学工学部への入学・編入学ならび

に大学院工学研究科博士前期課程および後期課

程への入学を心より祝福いたします。また、ご

多忙中にもかかわらず、ご臨席いただきました

ご来賓ならびにご父母の方々に厚くお礼申し上

げます。

　本年度は、学部学生４２２人、高等専門学校等

からの編入学生１３人、大学院工学研究科博士前

期課程１１１人、後期課程に８人が入学しており

ます。この中で学部学生は、北海道以外からの

入学者がちょうど５０％になっており、これは本

学始まって以来のことになります。日本最北端

の国立大学である北見工業大学が、このように

全国から注目をされるようになったことを教職

員一同大変誇りに思っております。また、本学

は国際交流にも力を注いで来ておりますが、本

年度はマレーシア、韓国、中国などから学部、

大学院合わせて１５人の新たな留学生を迎えてお

ります。

　さて、私もこの４月に学長になったばかりで

君達と同様フレッシュマンですが、君達と送る

この２年間あるいは４年間は、まさに大学が大

きく変革する時期にあたり、多くの課題が待ち

構えております。その中でも君達と関連の深い

内容について簡単に触れておきたいと思います。

　一つは、まだ決定はしていませんが、２年後

から国立大学は法人化といって、民間的発想の

大学運営が求められることになります。これは

今、色々な分野から日本の大学教育の質の低下

が、日本の技術開発力・経済力の低下を招いた

との批判を受けており、これに対応する大学改

革の始まりになります。例えば、これまでは教

育研究の質の評価は大学独自で行ってきました

が、今後は専門の評価機関が大学の教育研究の

現状を評価しますので、大学の質が明確になり

ます。このような評価に対応するためには、教

職員の努力はもちろんですが、学生の責任感・

積極性・努力が重要になります。

　また、もう一つの大きな問題に大学の再編統

合があります。これは、大学の特徴を明確にし

ながら教育研究の質の充実をはかり、大学のさ

らなる発展を大学間で模索するものです。本学

学長就任にあたって・平成１４年度入学式
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も、工学の特徴を生かし地域貢献のできる大学

を目指し統合問題を慎重に検討しております。

この地域から大学が移動するのではないかとか、

学校の名前が変るのではないか、などの心配を

される人もいると思いますが、教育研究および

地域貢献の充実を前提にしておりますので、君

達が心配する事は全くありません。ただ、我々

教職員が「個性かがやく大学」作りに努力する

ことはもちろんのことですが、学生の自己研鑽

に対する積極性が問われる事になりますので、

北見工業大学の学生としての自覚が重要になり

ます。

　そこでまず、君達には国立大学である北見工

業大学に入学したことに対して誇りを持っても

らいたいと思います。日本には約６００の４年制

大学がありますが、国立大学は９９校しかありま

せん。国立大学に入学できる学生は大学進学希

望者の２０％程度にとどまっています。これを１８

歳人口に対する比率で考えますと１０％以下であ

り、君達は国家の未来を担う、選ばれた若者で

あると言うことを自覚してもらいたいと思いま

す。

　本学を選んだ理由はさまざまでしょうが、国

立大学は授業料が安いからと言われることがあ

ります。しかし、国立大学の長所はそれだけで

はありません。本学の例で申しますと、年間収

められる授業料は全学生で約１０億円ですが、こ

の４倍の約４０億円で本学は運営されています。

国は、このように授業料の数倍の費用を国立大

学の学生に投資をしていることになります。ま

た、施設・設備面においても、本学には毎年多

額の資金が投入されており、来年の今頃はこの

講堂の前付近に７階建ての建物が建つ予定です。

まさに、国が北見工業大学の君達に大きな期待

を寄せている表れと言えます。

　もちろん、これらはこれまでの本学の特徴あ

る教育研究活動が評価された結果でもあります。

例えば、未利用エネルギーとして注目されてい

るメタンハイドレートの開発拠点として研究セ

ンターが設置されております。また、寒冷地に

関連した研究開発が国内外から高く評価されて

おり、南極での越冬隊経験者も４人を数えるま

でになっております。その他にも、福祉支援型

のロボットやソフト開発を目指したベンチャー

ビジネスラボラトリーが活動を開始しておりま

す。

　このように、君達の期待や希望に応えられる

教育研究体制は、国立大学、北見工業大学だか

らこそできているのだと自慢してもらって良い

と思います。これに、君達の努力が加われば、

本学はさらに発展していくことは間違いありま

せん。教職員一同、熱いまなざしで君達の努力

に期待しております。

　しかし、裕福な時代に生まれた若者は、最近

「夢」を持たなくなったと言われています。

「夢」を持つこと、それが若さの象徴です。

「夢」はまさに夢のような話もありますが、努

力によって達成できる「夢」も多くあります。

　昨年起こったニューヨークでのテロ事件に加

え、経済の失速、政治・社会のモラルの低下な

どで、未来に失望感を抱く若者が増えていると

聞いております。しかし、世界を見渡すとそん

な贅沢を言ってはおられません。

　今、世界の人口は６０億人を超えましたが、最

近インターネット上でも話題になっている「も

し世界が人口１００人だったら」と言う記事が本

となって出版されております。この統計により

ますと、１００人の内、大学に行くことができる

のはたったの１人で、７０人の大人の１４人が文字

を読めません。小学校を卒業できる子供が５０％

以下の国も多くあります。年間１０人死亡します

が、その内１人は食料難で死んでいます。安全

な水を飲めない人も、１７人もいます。日本とい

う恵まれた環境で育っていますが、世界の多く

の国の、多くの人が苦しんでいます。

　今、君達に持ってもらいたい「夢」の一つに、

世界の平和と安全に貢献する技術者を目指す、

という夢です。君達が学ぶ学問・知識は、世界

の最先端のものであり、その知識を必要として

いる国は数多くあります。世界の平和と安全に

側面から貢献するために海外で活躍する、そん

な学生が増えてくることを願っています。

　一昔前の話になりますが、優秀な子供のこと

を「末は博士か大臣か」といって、親は子供の

平成１４年度入学式
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将来に夢を抱きました。最近は政治家・大臣の

質が問われるような問題が多く、「大臣」は親

の夢からも遠ざかっているかと思いますが、「博

士」は君達にとっても身近な存在であり、努力

次第では実現性が高く、手の届く「夢」だと思

います。

　本学では、１、２学年では基礎的な学問を中

心に教育し、３、４学年で専門分野の知識を学

んでもらいます。大学では、覚える教育でなく

自ら考える教育を目指していますが、これらの

教育を通して専門分野に興味を持ってもらい、

高度技術者として巣立つことを期待しています。

これが大学院です。現在３５％近い学生が進学し

ていますが、君達が卒業する頃には５０％になる

よう大学院の充実を図りたいと思っています。

その中から、創造性あるいは研究能力に優れた

学生を「博士」として育てるのが本学の教育の

役割です。この博士号を取る「夢」にも挑戦し

てください。

　最後に、最近話題のテレビ放送で「プロジェ

クト X」と言う番組がありますが、君達の中で

も見た人が多いと思います。この番組では多く

の分野の人が取り上げられておりますが、どち

らかと言うと日本のこれまでの工業技術力を支

えてきた技術者の挑戦と努力の足跡を知ること

ができます。

　例えば、富士山頂に巨大アンテナを立てた土

木技術者、VHSを世界規格にした電気技術者、

ロータリーエンジンを世界で最初に実用化した

機械技術者、画期的な液晶を開発した材料技術

者などなど、その挑戦心と努力の足跡はまさに

感動を呼び、挑戦することの重要さを教えられ

ます。

　技術者の夢は、自分の開発したもの・作った

ものが世の中に認められ、社会の発展や平和あ

るいは安全に貢献することだと思います。

　「夢」を持つこと、あきらめないで「努力」

を惜しまず「挑戦」すること、必ず可能性は見

えてくるものです。英語の格言にWishes come

 true.　と言う言葉があります。これは「願いは

かなう」と訳します。Wishes come true.　「夢」

を持つこと、その実現に向け君達の努力と挑戦

に期待し、告辞といたします。

平成１４年度入学式
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平成１４年度入学式挙行
（総　務　課）

　平成１４年度入学式が、４月４日（木）午前１０時

から、本学講堂で行われました。

　学長から、学部４２２人、学部編入学１３人、大

学院博士前期課程１１１人及び大学院博士後期課

程８人の入学が許可された後、学長告辞、入学

生代表宣誓及び役職員紹介が行われ、式は無事

終了しました。

　なお、入学者数は次のとおりです。

学部

学 科 名 入学者数（人）

機 械 シ ス テ ム 工 学 科 ８３

電 気 電 子 工 学 科 ８３

情 報 シ ス テ ム 工 学 科 ６１

化 学 シ ス テ ム 工 学 科 ６０

機 能 材 料 工 学 科 ５０

土 木 開 発 工 学 科 ８５

合 計 ４２２

学部編入学

学 科 名 入学者数（人）

機 械 シ ス テ ム 工 学 科 １

電 気 電 子 工 学 科 ２

情 報 シ ス テ ム 工 学 科 ２

化 学 シ ス テ ム 工 学 科 ０

機 能 材 料 工 学 科 ３

土 木 開 発 工 学 科 ５

合 計 １３

大学院博士前期課程

専 攻 名 入学者数（人）

機械システム工学専攻 ２１

電 気 電 子 工 学 専 攻 １６

情報システム工学専攻 ８

化学システム工学専攻 ２０

機 能 材 料 工 学 専 攻 １５

土 木 開 発 工 学 専 攻 ３１

合 計 １１１

大学院博士後期課程

専 攻 名 入学者数（人）

シ ス テ ム 工 学 専 攻 ６

物 質 工 学 専 攻 ２

合 計 ８

平成１４年度入学式
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＝国際交流＝

中華人民共和国・東北林業大学及びバングラデ
シュ・ダッカ大学との学術・教育交流協定締結

（総　務　課）

　このほど、中華人民共和国・東北林業大学及

びバングラデシュ・ダッカ大学とそれぞれ本学

との間で、学術・教育交流協定及び学生交流に

関する覚書を締結しました。

　東北林業大学は、黒竜江省ハルビン市にキャ

ンパスを置き、森林科学、工学、理学、経済学、

法学等の教育・研究分野を有する中国でも数少

ない教育省直轄の総合大学です。２００１年５月に

厚谷前学長が同大学を訪問した際、李堅校長か

ら直接協定締結の申し入れがあり、その後の両

者協議を経て、２００２年３月２３日付けで締結され

たものです。

　ダッカ大学は、工学、理学、医学の他、人文

・社会科学系を含む多数の学部で構成されるバ

ングラデシュ有数の総合大学であり、本学では、

これまでも電気電子工学科を中心に研究交流を

重ねてきた実績があります。今回、さらに全学

レベルでの学術・教育交流を推進すべく、２００２

年３月１２日付けで協定が締結されたものです。

本学としては、南アジア圏の大学とは初めての

協定締結となります。

　今後は、教育・研究両分野での活発な交流が

期待されるところです。

東北林業大学を訪ねて

化学システム工学科教授　　鈴木　　勉

１．はじめに

　標記大学との学術交流締結のため、厚谷郁夫

学長（当時）に随行して中国黒竜江省ハルビン

市へ向けて本学を出発したのは、まだ寒さの残

る本年（平成１４年）３月１９日、教授会終了後の

１８時であった。この退任直前の厚谷学長の海外

渡航は、在任中積極的に推進してきた国際交流

事業の懸案事項を、自らが締め括るという強い

意欲の現れである。常本秀幸副学長（現学長）、

山岸喬留学生教育相談室長、高橋秀真総務係長

と共に私が同行した理由は、当大学が本研究室

の留学生王暁水君（現在博士後期課程２年生）

の卒業校で、彼の本学在籍前の勤務先だったか

らである。ハルビン行きを王君の学位取得後と

決めていた私は、その機会が早く到来したこと

にやや動揺した。この一行に王君が通訳兼案内

役として加わることで気持ちの整理を余儀なく

される、そうした予感の旅立ちであった。

２．ベイジン（北京）経由ハルビン行き

　３／２０　東京は快晴、桜満開である。品川のホ

テルからバスで成田へ移動し、１０：３５発の日航

機に搭乗、先ず北京へ飛ぶ。私には初めての中

国行きであったが、気持ちの高ぶりはほとんど

ない。中国はもう身近な存在である。４年半ぶ

りに帰国する王君の表情には、普段見られない

硬さがあった。感激、期待、緊張、不安を見て

とれるのは、私達が同胞であることの証だろう。

１３：３５　北京空港着、空港内の新しさと方向指示

の英語併記はアメリカの影響を物語っている。

窓外はスモッグ？、後でこれが黄砂のためと知

る。乗り継ぐ中国国際航空ハルビン行きは１７：

５０発、空港内待機中にお茶を楽しむ。クーニャ

ン（お嬢さん）のお点前を間近に見ながら、言

国際交流
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写真１

写真２

葉の壁を痛感する。１６：３０過ぎ　ハルビン行きの

待合所へ移動、西方にくっきりと白い太陽を見

る。灰色の空には何とも奇妙である。夕闇が迫

り、いよいよ搭乗。機内は満席、前後から聞こ

える早口の言葉のやりとりは、当然ながら理解

不能。機内食サービスのスチュワーデスに中国

語で問い掛けられ戸惑ったが、なるほどと納得。

隣席の学長は熟睡、これがタフさを支える秘訣

だろう。１９：３０　暗闇のハルビン空港に到着。出

口に向かって歩きながら王君に「着いたね」、

「ええ」と笑顔で答える声は心なしかトーンが

高い。

　外はひんやりだが、意外にも雪はない。ハル

ビン工程大学（以下、工大）呉慶文先生出迎え

の車に乗り込み、一路ホテルへ向かう。郊外、

旧市街地を抜けて中心部に入ると車と歩行者が

増え、ネオンと高層ビルが目立ち始める。道路

も広い。さすがに人口９００万人以上を擁する大

都市である。１時間ほど走って車は西洋の博物

館を思わせる建物前に停車。ここが今夜と明晩

宿泊する新世界北方酒店、内部は小綺麗なロシ

ア風の装飾である。いったん自室に引き上げた

後、ホテルのレストランに一同集合して軽食＋

一杯。皆安堵の顔である。この後、私は王君と

タクシーを駆って彼の家族が住むアパートを訪

れた。時刻は既に１０時を回っていたが、快く(?)

迎えて頂いた。ご両親のお話から、王君に抱く

期待と私に託す思いが伝わってくる。２０分少々

で辞したが、満足である。これで今回のハルビ

ン訪問の目的の半分は達成した。

３．ハルビン工程大学と東北林業大学の訪問

　３／２１　ハルビンの早朝は薄曇り、午前は工大

を表敬訪問、午後は林業大学（林大）との協定

調印である。再び呉先生と、通訳の王映哲先生

（女性）の出迎えを受け、９時半過ぎにホテル

を出発、工大の計らいで１時間余りの市内見学

となった。風は強かったが青空が覗き始める下

で、ビザンチン風のソフィア聖堂を見上げ、ロ

シア建築が立ち並ぶ繁華街－中央大街（写真

１）を歩いた。評判に違わず美しい街並である。

買い物市場（デパート）にも足を踏み入れた。

店内の様相は日本と大差なく、店員の服の着こ

なしと豊富な品揃えに中国の急成長ぶりを垣間

見た思いがする。松花江（アムール河）と、ほ

とりのスターリン公園は次回にお預けである。

　１１時を過ぎて工大に到着。厚谷学長とは旧知

の邸長華校長先生、張曙副校長先生（次期校長）

らの歓迎を受けて談笑が弾む（写真２）。王先

生の素敵な笑顔と優しい人柄が、和やかさを盛

り上げている。さすがは日本語教育担当、微妙

な言い回しにも精通している。対する王君も立

派、メモをとりながら慎重に堂々と受け答えす

る。この場では私の poor Englishは全くの不要、

杞憂に終わる。場所を移しての昼食会、テーブ

ルには所狭しと料理が並び、中央には大根と人

参を彫った鶏と塔が置かれていた。肉が苦手な

私は主に野菜を頂き、隣の張先生と英語で小会

話。この先生の英語力はなかなかのものである。

大根彫刻は公式の歓迎会に使うとのこと、その

精巧な出来映えにお土産として頂いた。本学と

石畳の中央大街（右端が王映哲先生）

ハルビン工程大学の応接ルーム
（右側中央が邸校長、その右隣が張副校長）

国際交流
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写真４

写真３

工大との友好関係が常本学長－張校長時代にも

受け継がれることを確信して各先生とお別れの

握手、本学での再会を約束する。

　１５時を少々回って林大に到着、直ちに調印式

に臨む。事前交渉済みとは言え先ず双方の意志

確認、初めに厚谷学長が従来の経過を説明して

挨拶、続いて李堅校長先生の決意表明となる（林

大の通訳は任力先生、やはり日本語教育担当だ

が男性、豊富な語彙と巧みな和訳は相当な実力

を印象づける）。この大学は数少ない中国教育

省直轄の国立大学で、我が国に置き換えれば旧

国立一期校に相当する名門と言うところだろう、

李先生の「演説」にもそのプライドが見え隠れ

する。もちろん日本の林学・林産学（現在は森

林科学と総称）の分野ではかなり名前が通って

おり、これまでに東大院農、北大農、東京農工

大、島根大学と交流協定を結んでいる。しかし、

その知名度のわりに協定校が少ないのは、形式

だけの対応を避ける李校長の方針－堅実さのた

めか、本学との協定締結についても慎重に検討

したと思われる。上記４大学と違って本学は森

林科学系の学科も講義科目もない異質の相手で

あり、窓口は当面私個人である。王君のＰＲが

効を奏したことは間違いなく、嬉しくないと言

えば嘘になるが荷が重いのが本音である。李先

生が協定書にサインして厚谷学長と握手する姿

を見ながら、サイは投げられたことを実感、「王

君は２年後学位を取得します」と一同に告げた。

この発言なくしてこの場に臨む意味はない、今

朝からそう考えていた。この後記念写真（写真

３）を撮影し、世界的にも珍しいパンダ（写真

４）その他のほ乳類の毛皮、鳥獣の剥製を陳列

した標本室、林産化学系の実験室、収容人数１０

０００人という学生食堂（写真５）等を見学した。

建物の新設、増設が進む広くいキャンパスと夥

しい数の学生の往来は正に中国パワー、圧倒さ

れる勢いに我が国の行く末を懸念するのもほん

の束の間、車は晩餐会会場に到着した。

　１８：４０　着席、挨拶する主催者李先生の先刻の

厳格な表情が柔和な笑顔に変わっている。しば

しの食事と歓談の後、恒例の中国式乾杯が始ま

る。口火は隣席の曹軍副校長先生、乾杯の理由

を述べて、小グラスのお酒を皆が一気に飲み干

す。出席者全員が乾杯の音頭取りを済ませ、後

は各自が自発的に名乗りを上げて乾杯が繰り返

される。このお酒は強い（辛い）、待っている

とつぶれる。意を決して起立し、「世界を目指

して研究を続けます、たくさんのスタッフ、留

学生を私の元へ送って下さい」と宣言。これで

迷いは吹っ切れた、本務完了の心境である。程

なくして劉一星先生が現れた。京都大学で学位

を取った劉先生とは台湾や日本の学会で数回会

い、専門は異なるが顔馴染みである。固く握手

して酒を酌み交わす。真面目な彼に冗談は通じ

ない、と思いきや突然カラオケ「北国の春」を

流暢に歌い始めた。私も思わず席を立ち、肩を

組んでの合唱となる。今夜のハルビンは満天の

東北林業大学での交流協定調印
（前列左から曹軍副校長、李堅校長、厚谷学長、常本
副学長、後列左から山岸先生、任力先生、私、王君、
王玉龍先生、高橋係長）

パンダの毛皮

国際交流
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写真５

星？だったかどうかは覚えてない。

４．おわりに

　翌２２日朝ハルビン空港を発ち、昼過ぎに北京

着、ここも桜が満開であった。余録で故宮（紫

禁城）を訪れ、広大な敷地内の建築美を堪能、

夜は本場の食文化を体験した。２３日北京から

１３：３５成田着にて帰国、羽田、女満別と乗り継

いで午後７時半無事本学に到着。４泊５日のタ

イトなスケジュールではあったが、私には意義

深いハルビン訪問となった。実際林大との交流

が始まっても、今回以上の感慨はないだろう。

この機会を与えて頂いた厚谷学長、常本副学長

には衷心より謝意を表します。山岸先生、高橋

係長にも何かとお気遣い頂き、有難うございま

した。渡航準備を進めて頂いた関係事務官の

方々にも厚く御礼を申し上げます。王君もご苦

労さま、２年後のハルビン同行を楽しみにしな

がら、君の誠意と責任感の強さに改めて敬意を

表します。最後に工大、林大の今後益々の発展

を祈念しながら、シェイシェイ、サイチェン。

＝入試＝
（入　学　主　幹）

平成１５年度編入学学生募集要項 　推薦による入学者の選抜
　１　出願資格

　　　高等専門学校を平成１５年３月卒業見込み

の者

　２　推薦基準

　　　出身学校長が責任を持って推薦できる者

で、次の各号に該当する者

　（１）　３年次及び４年次の学業成績の平均が、

原則として現員の上位１／３以内の者で、人

物、学業ともに優れ、本学での勉学意欲

にあふれる者

　（２）　席次を定めていない場合は、上記（１）と

同等以上であると出身学校長が認めた者

　（３）　他大学に重複して推薦されていない者

近代的な東北林業大学の学生食堂

　学科及び募集人員

学 科

募 集 人 員

備 考推薦による
選 抜

学力試験に
よ る 選 抜

機械システム工学科

１０人 若干名

募集人員に
ついては、
推薦及び学
力試験にお
いて可能な
限り多数受
け入れるこ
ととする。

電気電子工学科

情報システム工学科

化学システム工学科

機能材料工学科

土木開発工学科

国際交流・入試
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　３　志望学科

　　　高等専門学校で在学している学科と必ず

しも同系列でなくてもよいが、その場合、本

学での修業年限が２年を越えることがある。

　４　出願書類等受付期間

　　　平成１４年６月３日（月）から

　　　平成１４年６月６日（木）まで

午後５時必着

　５　出願手続　　　略

　６　選抜方法

　　　推薦による入学者の選抜は、出身学校長

から提出された調査書、推薦書及び健康診

断の結果を総合して行う。ただし、本学が

必要と認めた場合や、志望学科が高等専門

学校で在学している学科と同系列でない場

合は、面接を行う。

　　（１）面接（該当者のみ）

　　　　　　平成１４年６月１２日（水）

　　（２）健康診断　　　略

　７　合格発表

　　　平成１４年６月１９日（水） 午後４時予定

　学力試験による入学者の選抜
　１　出願資格

　　（１）　短期大学・高等専門学校を卒業した

者及び平成１５年３月卒業見込みの者

　　（２）　学校教育法第８２条の１０に規定する専

修学校の専門課程を修了した者及び平

成１５年３月修了見込みの者

　　（３）　外国において、学校教育における１３

年又は１４年の課程を修了した者

　２　出願書類等受付期間

　　　平成１４年６月２６日（水）から

　　　平成１４年７月２日（火）まで

午後５時必着

　３　出願手続　　　略

　４　選抜方法

　　　学力試験による入学者の選抜は、学力検

査、面接、出身学校長から提出された調査

書及び健康診断の結果を総合して行う。

　　（１）学力検査等期日

　　　　　平成１４年７月１０日（水）

　　（２）学力検査日程

　　（３）学力検査科目

　５　合格発表

　　　平成１４年７月１７日（水） 午後４時予定

　編入学の年次
　　編入学の年次は、３年次となる。ただし、

学科によっては、１・２年次に開講される専

門科目の一部を履修させることがある。

　入学時に要する経費
　　入学料　　　　　２８２，０００円

　　授業料（前期分）２６０，４００円（改定予定額）

　　　　　【年額５２０，８００円】

時間

学科

８：４０
～９：５０

１０：００
～１１：１０

１１：２０
～１２：３０

１３：３０
～１５：３０

１５：４０
～

機械システム工学科

物 理 数 学 英 語 専門科目 面 接

電気電子工学科

情報システム工学科

化学システム工学科

機能材料工学科

土木開発工学科

学 科 専 門 科 目

機械システム工学科 材料力学、熱力学、流体工学

電気電子工学科 電気磁気学、電気回路理論

情報システム工学科 電気回路理論、情報数学

化学システム工学科
物理化学、有機化学、無機化学、分析化
学、化学工学の５科目から１科目選択

機能材料工学科
物性物理、物理化学、有機化学の３科目
から１科目選択

土木開発工学科 構造力学、水理学、土質力学

入　試
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　学科及び募集人員

　出願資格
　　入学時において企業等に正規の職員として

２年以上在職中で、在職のまま入学すること

ができ、所属長からの推薦がある者で、次の

いずれかに該当する者

　（１）理工系の高等専門学校を卒業した者

　（２）理工系の短期大学を卒業した者

　（３）大学・学部の理工系学科を卒業した者又

は大学・学部の理工系学科に２年以上在学

し、　６２単位以上を取得し退学した者

　出願書類等受付期間
　　平成１４年６月３日（月）から

　　平成１４年６月６日（木）まで

午後５時必着

　出願手続　　　略

　選抜方法
　　入学者の選抜は、個人面接、調査書、推薦

書、志望調書及び健康診断の結果を総合して

行う。

　（１）面　　接　平成１４年６月１２日（水）

　（２）健康診断　　　　略

　合格発表
　　平成１４年６月１９日（水）午後４時予定

　編入学の年次
　　編入学の年次は、３年次となる。ただし、

学科によっては、１・２年次に開講される専

門科目の一部を履修させることがある。

　入学時に要する経費
　　入学料　　　　　２８２，０００円

　　授業料（前期分）　２６０，４００円（改定予定額）

　　　　　【年額５２０，８００円】

平成１５年度編入学学生募集要項
社会人特別選抜

学 科 募 集 人 員

機械システム工学科

電 気 電 子 工 学 科

情報システム工学科

化学システム工学科

機 能 材 料 工 学 科

土 木 開 発 工 学 科

各学科とも若干名

入　試
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＝研究助成＝
平成１４年度科学研究費補助金交付内定

（総　務　課）
○基盤研究（Ａ）（２）海外学術調査

○基盤研究（Ｂ）（１）一般

○基盤研究（Ｂ）（１）海外学術調査

○基盤研究（Ｂ）（２）一般

○基盤研究（Ｂ）（２）展開

○基盤研究（Ｃ）（１）一般

※内定額中、２，３７０千円については間接経費

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付内定額 新規 継続

共 通 講 座 教　授 大野　　晃 農山村における内発的発展と環境保全

３，０００千円
（平成１５年度　　
２，８００千円）

（平成１６年度　　
２，９００千円）

（平成１７年度　　
１，６００千円）

○

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付内定額 新規 継続

未利用エネルギー

研 究 セ ン タ ー
教　授 庄子　　仁

オホーツク海におけるメタンハイドレート

の採取および総合解析による産状研究

１０，２７０千円
（平成１５年度　　
１３，６００千円）

（平成１６年度　　
２，１００千円）

（平成１７年度　　
２，４００千円）

○

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付内定額 新規 継続
化学システム

工 学 科
教　授 吉田　　孝

漆の植物資源としての持続的循環活用シス

テム－調査と構築

２，９００千円
（平成１５年度　　
１，８００千円）

○

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付内定額 新規 継続

情報システム

工 学 科
助教授 原田　康浩

レーザー放射圧と自己組織化現象を用いる３

次元フォトニック結晶創成法の開発と応用

４，９００千円
（平成１５年度　　
４，３００千円）

（平成１６年度　　
２，３００千円）

○

電気電子工学科 教　授 山城　　迪
インテリジェント機能付き PV-ECSシステ

ムの開発

４，８００千円
（平成１５年度　　
２，４００千円）

○

機能材料工学科 教　授 青木　　清
反応分離型水素製造要素としての新規水素

透過合金膜の合金設計と組織制御

７，９００千円
（平成１５年度　　
３，５００千円）

（平成１６年度　　
３，５００千円）

○

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付内定額 新規 継続
機械システム

工 学 科
教　授 坂本　弘志

吹雪障害防止のための翼型誘導板を有する

新型高性能吹止め式防雪柵の研究開発
１，０００千円 ○

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付内定額 新規 継続

化学システム

工 学 科
教　授 鈴木　　勉

金属との複合化による木質由来炭素の高・

多機能化－メソ細孔を有する高結晶炭素の

製造

１，７００千円
（平成１５年度　　
１，０００千円）

（平成１６年度　　
８００千円）

○

研究助成
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○基盤研究（Ｃ）（２）一般

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付内定額 新規 継続

共 通 講 座 教　授 照井日出喜 フランクフルト学派の批判理論に関する研究 ９００千円 ○

電気電子工学科 助教授 菅原　宣義
冬季日本海沿岸季節風による海塩汚損と着

雪によるポリマーがいしの絶縁特性

５００千円
（平成１５年度　　

５００千円）
○

電気電子工学科 教　授 野矢　　厚
フィールド酸化膜上での銅配線に対する極

薄・低抵抗バリヤの基礎的検討
９００千円 ○

土木開発工学科 教 授 高橋　修平
南極表面質量収支における積雪再配分効果

の研究

１，０００千円
（平成１５年度　　

７００千円）
○

機械システム

工 学 科
教 授 羽二生博之

衛星ミリ波画像を用いたオホーツク海の流氷流

動解析における流体工学的計測技術の応用
９００千円 ○

電気電子工学科 教 授 田村　淳二
超電導限流器による電力系統の総合的安定

化に関する基礎的研究
１，１００千円 ○

機能材料工学科 教 授 佐々木克孝
タンタル系固溶体合金の陽極酸化膜による

薄膜コンデンサの作製とその信頼性の評価
１，１００千円 ○

土木開発工学科 教 授 大島　俊之
橋梁のインテリジェント化と耐震安全性の

スマートモニタリング技術の開発
１，８００千円 ○

土木開発工学科 助 手 中尾　隆志
中小規模流域における土壌水分の評価法に

関する基礎的研究
９００千円 ○

機能材料工学科 教 授 佐藤　充典
高温酸化物超伝導ウィスカー単結晶の作製

と高周波素子への適用
１，０００千円 ○

化学システム

工 学 科
助教授 星　　雅之

アルケニルホウ素化合物を利用する末端共

役エンインの立体選択的合成
１，１００千円 ○

情報システム

工 学 科
教 授 山田　浩嗣

単純楕円型特異点と附随する周期写像の

Lie環論的構成

２，１００千円
（平成１５年度　　
１，４００千円）

○

機械システム

工 学 科
助教授 藤木　裕行

スタビライザータイプ人工膝間節の動的動

作解析と最適設計

１，６００千円
（平成１５年度　　

９００千円）
○

機械システム

工 学 科
助 手 宮越　勝美

凍結路面のスリップ防止に散布されたビリ砂利

の噴流を用いた高性能回収システムの開発

２，０００千円
（平成１５年度　　
１，０００千円）

○

情報システム

工 学 科
教 授 鈴木　正清 信号源定位のためのディジタル信号処理

１，９００千円
（平成１５年度　　
１，２００千円）

（平成１６年度　　
５００千円）

○

土木開発工学科 教 授 鮎田　耕一
熱的挙動分析に基づく海洋コンクリートの

凍害機構に関する研究

１，６００千円
（平成１５年度　　

８００千円）
○

土木開発工学科 教 授 海老江邦雄
STI値を指標とする凝集沈澱と強化ろ過と

の併用による浄水処理の高効率化

２，１００千円
（平成１５年度　　
１，３００千円）

○

機能材料工学科 助教授 松田　　剛
遷移金属酸化物系ナノ多孔体の合成とアル

カン異性化反応に対する触媒特性の検討

１，９００千円
（平成１５年度　　
１，０００千円）

（平成１６年度　　
７００千円）

○

研究助成
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○若手研究（Ｂ）

平成１４年度民間等との共同研究の受入状況
（総　務　課）

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付内定額 新規 継続

化学システム

工 学 科
助教授 堀内　淳一

プロテオーム解析に基づくリジン発酵の解

析と最適化

２，７００千円
（平成１５年度　　

５００千円）
（平成１６年度　　

５００千円）

○

情報システム

工 学 科
教 授 藤原　祥隆

双対空間の因果関係に着目した自己組織化

・自己適応化型知識ベースシステムの研究

２，２００千円
（平成１５年度　　

８００千円）
（平成１６年度　　

６００千円）

○

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付内定額 新規 継続
機械システム

工 学 科
助教授 閻 　 紀 旺

単結晶シリコン製大口径赤外線非球面レン

ズの新しい超精密切削法の開発
７００千円 ○

情報システム

工 学 科
講 師 後藤文太朗

時間を考慮した知的情報アクセス技術の獲

得に関する研究
８００千円 ○

共 通 講 座 助教授 小 川 芳 樹
数量詞と束縛代名詞の分析に基づく普遍文

法の解明

７００千円
（平成１５年度　　

８００千円）
○

情報システム

工 学 科
助 手 嘉田　　勝 実数の集合論とその応用

１，１００千円
（平成１５年度　　

８００千円）
（平成１６年度　　

８００千円）

○

情 報 処 理

セ ン タ ー
助教授 青山　茂義

１１Liのペアリング、ソフトダイポール、

クラスター励起機構の解明

７００千円
（平成１５年度　　

３００千円）
（平成１６年度　　

３００千円）

○

情報システム

工 学 科
助 手 酒井　考和

インポータンスサンプリングのターボ符号

への適用に関する研究

１，２００千円
（平成１５年度　　
１，１００千円）

（平成１６年度　　
９００千円）

○

化学システム

工 学 科
教務職員 服部　和幸

超分子構造を利用した高強度・高弾性率を

有する新規セルロース繊維の開発

９００千円
（平成１５年度　　

８００千円）
（平成１６年度　　

８００千円）

○

所 属 職 名 研究代表者 研 究 題 目 民間機関等名

化学システム工学科 助教授 山田　哲夫 カラマツ活性炭の連続生産に関する研究 訓子府石灰工業

機械システム工学科 教 授 冨士　明良
生分解性プラスチックの強度並びに分解特

性に関する研究
北翔システム

化学システム工学科 教 授 多田　旭男

有機系廃棄物を原料とする高機能炭を活用

したふん尿分離技術の確立及び汚水処理に

関する研究

エース・クリーン

機械システム工学科 助教授 山田　貴延
マイクロガスタービンコジェネシステムを

用いた高効率融雪槽の開発
カ ナ モ ト

研究助成
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所 属 職 名 研究代表者 研 究 題 目 民間機関等名

土木開発工学科 助教授 前田　寛之 水環境浄化システムの開発研究 安 全 建 設

機能材料工学科 教 授 高橋　信夫 バイオガスの有効利用に関する研究 北 見 市 企 業 局

化学システム工学科 助教授 堀内　淳一
嫌気性消化汚泥の効率的コンポスト化に関

する研究
北 見 市 企 業 局

土木開発工学科 教 授 海老江邦雄
寒冷地における下水汚泥の有効利用に関す

る研究
北 見 市 企 業 局

土木開発工学科 教 授 海老江邦雄
北見市における水道事業マスタープランの

研究
北 見 市 企 業 局

土木開発工学科 教 授 海老江邦雄
下水汚泥土壌中の肥効成分の定量に関する

研究
斜 里 町

土木開発工学科 教 授 海老江邦雄
寒冷地における水道水の高効率処理に関す

る研究
北 見 市 企 業 局

土木開発工学科 教 授 海老江邦雄
寒冷地における下水汚泥の有効利用に関す

る研究
留 辺 蘂 町

土木開発工学科 教 授 海老江邦雄
寒冷地における下水汚泥の有効利用に関す

る研究
美 幌 町

土木開発工学科 教 授 海老江邦雄
下水汚泥・土壌中の肥効成分の定量に関す

る研究
津 別 町

情報システム工学科 教 授 藤原　祥隆
企業活動の意志決定支援のためのデータマ

イニング技術の研究
リコーシステム開発

機能材料工学科 教 授 増田　　弦
北見市における下水汚泥・放流水中の微量

成分の長期モニタリングに関する研究
北 見 市 企 業 局

機能材料工学科 教 授 増田　　弦
美幌町における下水汚泥・放流水中の微量

成分の長期モニタリングに関する研究
美 幌 町

機器分析センター 助教授 南　　尚嗣
紋別市における下水汚泥・放流水中の有害

微量成分の定量に関する長期的研究
紋 別 市

機器分析センター 助教授 南　　尚嗣
津別町における下水汚泥・放流水中の有害

微量成分の定量に関する長期的研究
津 別 町

化学システム工学科 助教授 高橋　行雄

留辺蘂町における下水汚泥・放流水中の微

量有機・無機成分の長期モニタリングに関

する研究

留 辺 蘂 町

機能材料工学科 教 授 高橋　信夫

斜里町における環境試料（下水汚泥・放流

水）中の微量環境有害成分の定量に関する

長期的研究

斜 里 町

化学システム工学科 助教授 高橋　行雄
下水汚泥及び放流水から発生する臭気成分

の定量に関する研究
北 見 市 企 業 局

機械システム工学科 助 手 石谷　博美 Eng実車耐久性特性値測定手法の確立
いすゞ自動車

北 海 道 試 験 場

研究助成
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円

平成１３年度受託研究の受入状況
（会　計　課）

平成１４年度合計　３４件

平成１３年度累計　１５件

所 属 職 名 研究代表者 研 究 題 目 民間機関等名

電気電子工学科 教 授 山城　　迪 ソーラーバイオトイレの実用化研究 シ オ ン

土木開発工学科 助教授 川村　　彰 路面プロファイル測定システムの開発
いすゞ自動車

北 海 道 試 験 場

留学生教育相談室 教 授 山岸　　喬 食品中微量成分の機能性に関する研究 絵夢企画セルフィー

留学生教育相談室 教 授 山岸　　喬
プテロカルパン含有道産豆類の機能性食品

への応用

北海道科学技術

総合振興センター

土木開発工学科 講 師 澤田　正剛
無放流型家畜し尿処理施設における水分蒸

散量測定に関する実証試験研究
平成マテリアル

機械システム工学科 教 授 二俣　正美 溶射プロセスの高度化に関する研究 倉 本 鉄 工 所

機械システム工学科 教 授 二俣　正美
耐食性に優れた木材乾燥機内面処理用皮膜

の開発

北見工業技術

セ ン タ ー

機械システム工学科 教 授 二俣　正美 撥水性、抗菌性溶射皮膜の開発 北 辰 土 建

化学システム工学科 助教授 伊藤　純一
北見市一般廃棄物処理に関する環境調査並

びにゴミ質調査、作業環境調査
北 見 市

化学システム工学科 助 手 岡 　文保
微細気泡発生器を用いたエアレーションの

酸素移動効率測定
森機械製作所

化学システム工学科 助教授 伊藤　純一 北見市環境調査研究 北 見 市

所 属 職 名 研究担当者 研 究 題 目 及 び 研 究 期 間 委託機関 所要経費

機能材料工学科 教 授 高橋　信夫

永久凍土地帯のメタンハイドレートの安

定性と生成解離に係る NMRによるガス
ハイドレートの安定性と構造に関する研

究 　平成１４年１月～平成１４年３月

独立行政法人

産 業 技 術

総合研究所

１，０６２，０００

研究助成

－１８－

北見工業大学学報　２００２．５



円

円

平成１４年度受託研究の受入状況
（会　計　課）

平成１３年度奨学寄附金の受入状況
（会　計　課）

平成１４年度合計　３件

平成１３年度累計　１０１件

所 属 職 名 研究担当者 研 究 題 目 及 び 研 究 期 間 委託機関 所要経費

土木開発工学科 教 授 榎本　浩之

衛星リモートセンシングによる北極圏の

海氷変動シグナルの検出

　平成１３年１０月～平成１４年９月

財団法人

地球科学技術

総合推進機構

３，７５２，７００

機械システム工学科 教 授 大橋　鉄也
デバイス構造設計技術の開発

　平成１４年４月～平成１５年３月

科 学 技 術

振興事業団
２，６８９，０００

土木開発工学科 助教授 川村　　彰

超大型航空機の地上走行時動的運動特性

を考慮した空港舗装施設構造に関する基

礎的研究　平成１４年４月～平成１５年３月

運 輸 施 設

整備事業団
２，０００，０００

所 属 職名 研 究 者 寄 附 目 的 寄 附 者 寄附金額

留学生教育相談室 教 授 山岸　　喬 「工学研究」に対する研究助成 小太郎漢方製薬 ４００，０００

機械システム工学科 助教授 三木　康臣 「工学研究」に対する研究助成 三 木 康 臣 １５０，０００

共 通 講 座 教 授 平野　温美
「アメリカ文学研究」に対する

研究助成
平 野 温 美 ６００，０００

機能材料工学科 教 授 青木　　清
「金属水素化物の平衡解離圧調

査」に対する研究助成

ア グ ネ

技術センター
５００，０００

化学システム工学科 教 授 赤塚　邦彦 「工学研究」に対する研究助成 共立理化学研究所 ６５，７００

学 長 厚谷　郁夫
学生の進路指導、大学説明会等

の事業推進に対する助成

北見工業大学

学生後援会
１，０００，０００

研究助成

－１９－
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円

平成１４年度奨学寄附金の受入状況
（会　計　課）

＝人事＝

海　　　外　　　渡　　　航
○外国出張

平成１４年度合計　３件

所 属 職名 研 究 者 寄 附 目 的 寄 附 者 寄附金額

地 域 共 同

研究センター
センター長 鈴木　輝之

オホーツク地域の行政・民間機

関との共同研究・研究交流及び

技術指導、教育、開発等の推進

に対する助成

北見工業大学

地域共同研究センター

推進協議会

１００，０００

地域共同研究

セ ン タ ー
センター長 鈴木　輝之

地域共同研究センター産学連携

コーディネート活動事業に対す

る助成

地域共同研究

センター 長
（全国中小企業団体中央会）

２１４，６２８

化学システム工学科 教 授 多田　旭男
「耐熱性電磁波吸収体の研究」

に対する研究助成
綱 渕 輝 幸 ９８，０００

所 属 職 名 氏 名 渡 航 目 的 及 び 渡 航 先 国 期 間

機能材料工学科 助 手 張 　 強 斌

大学交流協定締結校からの招待講演、

超微量金属の定量及び水資源の評価

に関する現状調査並びに研究打合せ

（中華人民共和国）

１４．４．２８

～１４．５．１９

土木開発工学科 助 教 授 川 村 　 彰
空港技術に関する国際会議出席

（アメリカ）

１４．５．３

～１４．５．１１

土木開発工学科 教 授 大 島 俊 之 ISO会議出席 （アメリカ）
１４．５．７

～１４．５．１１

情報処理センター 助 教 授 青 山 茂 義
国際会議「４th Catania Relativistic Ion
 Studies」参加、発表 （イタリア）

１４．６．７
～１４．６．１７

電気電子工学科 助 教 授 菅 原 宣 義

国際大電力システム会議（CIGRE）の
ワーキンググループ２２．１６会議出席

及び構造物への大気着氷に関する国

際ワークショップ（IWAIS）への参加、
国際顧問委員会出席 （チェコ）

１４．６．１１

～１４．６．２２

研究助成・人事

－２０－
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○海外研修

＝諸報＝
学長主催特別講演会

－文部科学省高等教育局小山竜司大学課課長補佐－
－東北大学工学研究科岡田益男教授－

（総　務　課）

　去る３月１４日（木）に、学長主催特別講演会が

開催されました。

　はじめに、文部科学省高等教育局小山竜司大

学課課長補佐から「国立大学を取り巻く諸課題

について」、次いで、東北大学工学研究科岡田

益男教授から「大学評価機構の行う評価の行方

　－英国の教育・研究評価システムに学ぶ－」

と題して、講演が行われました。

　小山課長補佐からは、「新しい国立大学法人

像について」の概要説明及び国立大学の再編・

統合について、岡田教授からは、英国の評価シ

ステムの在り方や、大学評価・学位授与機構運

営委員としての大学評価の考え方等について、

各々１時間という短時間にも関わらず大変有意

義な講演をいただきました。

　学長を始め約４０人の教職員は、熱心に聞き入

っていました。

小山竜司大学課課長補佐 岡田益男教授

所 属 職 名 氏 名 渡 航 目 的 及 び 渡 航 先 国 期 間

共 通 講 座 教 授 下　村　五三夫

民族音声分野での成果発表と講演及

び共同研究成果出版打合せ

（フィンランド、ポーランド）

１４．４．２４

～１４．５．７

機械システム工学科 教 授 田 牧 純 一

第３回欧州精密工学・ナノ技術国際

会議出席及び論文発表、討論、研削

技術研究所にて研究打合せ

（オランダ、イギリス）

１４．５．２６

～１４．６．１

人事・諸報

－２１－
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学長主催特別講演会
－ロシア地質学海洋鉱物資源研究所　バレリーＡ．ソロビエフ博士－

（総　務　課）

　去る３月２７日（水）、本学 SCS教室において、

ロシア連邦サンクト・ペテルブルグ市にある、

ロシア地質学海洋鉱物資源研究所ガスハイドレ

ート地質学研究室長バレリーＡ．ソロビエフ博

士をお招きし、「天然ガスハイドレート－その

研究最前線－」と題した学長主催特別講演会が

開催されました。

　ソロビエフ博士（６０歳）はモスクワ大学の出

身で、博士の研究所と本学とは、最近「ガスハ

イドレート共同研究のための覚書」を交換した

ばかりで、本学の末利用エネルギー研究センタ

ーとの共同研究がスタートしています。

　博士は、これまでに「ロシア天然資源省名誉

探鉱者メダル」や「ロシア科学アカデミー I.M.

Gabkin学術賞」他を受賞されており、天然ガ

スハイドレートの研究分野においては、世界を

リードしている研究者の一人です。野外調査で

は、シベリアの永久凍土地帯やバレンツ海、オ

ホーツク海等において先駆的研究を活発に行っ

てきており、博士の最近の研究成果である「地

球上の天然ガスハイドレート埋蔵量の計算」は、

現在最も信頼性の高い値であるとの評価を得て

います。

　講演会場には教職員・学生の聴講者が多数集

まり、約１時間の講演終了後も活発な質疑応答

が行われました。

講演会での質疑応答風景（右ソロビエフ博士）

諸　報

－２２－
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留学生報告会“日本の教育制度の良い面、悪い面”
留学生教育相談室講師　　菅　野　　　亨

　２００２年３月１８日に、「留学生交流の夕べ」に

おいてパーティに先立ち、留学生報告会が行わ

れました。テーマは、留学生に前もって集まっ

ていただき、希望のあった“日本の教育制度に

ついて”に設定しました。

　参加者は、１０名（博士後期２名、博士前期４

名、学部３名、短期１名）で出身国は中国５名、

マレーシア３名、カンボジアとフィンランドが

各１名でした。それぞれ順番に、日本の教育制

度について感じていることを話していただきま

した。

　ここで留学生から出された意見を良い面、悪

い面の二つに分けて整理して報告します。まず、

良い面について出された意見の中で多かったの

が、日本の教育は自分で考えて自分で行わせる

場が多いということでした。たとえば小学校で

ゴミ処分場の見学後にレポートを提出させる、

また大学の研究室では、理論よりも実験（実践）

に重きをおいている、指導教官とのミーティン

グを行いながら自分の発想で自分なりの研究を

進めていく等がありました。

　他方、悪い面としては、教科書が薄く日本の

子供・学生はのんびりしている、宿題が少なく

て学力の低下が心配、理論的な面での学習が少

ない等でした。

　これらは１０名という少数による意見でしたが、

日本が目指しているとされている、実践に基づ

いた自主的な教育・学習が進められつつある反

面、学力低下という問題が指摘されているとい

う、まさに日本の教育事情の一面を反映してい

るという意味で興味深いものでした。

　さらに辛口の意見としては、子供・学生が先

生を尊敬せず、侮蔑的な言葉を言う場に出くわ

して驚いたことがあり、いわゆる学級崩壊が起

こっていることが理解できる。これは日本の家

庭内教育に問題があるのではないかという、教

育の根幹を指摘したものでした。また、カタカ

ナ日本語が日本人の英語の発音をおかしくする

という意見もあり、外来語をカタカナに置き換

えてしまう日本語に疑問が投げかけられました。

　以上の意見は、日本の教育制度・教育事情に

ついて改めて考える機会を与えてくれ、本報告

会は、私を含めて報告会に出席した日本人の

方々にとっても有意義な時間でありました。

諸　報

－２３－
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「２００２年留学生交流の夕べ」を開催
（教　務　課）

　３月１８日（月）市内のホテルにおいて、留学生

と北見市内の国際交流関係者、ホストファミリ

ー、留学生を受け入れているアパートの管理人

及び本学関係者など合わせて１１０名以上の参加

を得て「２００２年留学生交流の夕べ」を開催しま

した。本学では、本年度５５名の留学生を受け入

れており、このうちの１４名が今春卒業（修了）

し、そのうち４名が本学大学院後期課程に進学

しました。

　初めに厚谷学長から開会の挨拶があり、続い

て、本年度で本学を離れられる厚谷学長に留学

生代表から感謝の言葉が贈られました。

　学長から今春卒業（修了）する留学生一人一

人への記念品の贈呈及び激励、山岸留学生教育

相談室長の新入生紹介の後、報告会が行われま

した。

　引き続き、立食パーティが開かれ、ホストフ

ァミリーや支援団体の方々との懇談に移り、な

ごやかな雰囲気のうちに閉会しました。

北見工業大学永年勤務者表彰（退職時表彰）
（総　務　課）

　平成１３年度北見工業大学永年勤務者表彰（退

職時表彰）が３月２９日（金）午前１０時から学長室

において行われました。

　退職時表彰の被表彰者は、土木開発工学科　

教授　佐藤幸雄氏、共通講座　助教授　藤田一

郎氏の２氏が決定され、佐藤幸雄氏は所用のた

め欠席となりましたが、藤田一郎氏に、学長か

ら表彰状の授与並びに記念品が贈呈されました。

諸　報

－２４－
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外国人研究者の受入れ
（総　務　課）

＝　規程　＝

北見工業大学受託研究員取扱規程の一部を改正する規程

平成１４年４月１８日

北工大達第１６号

　北見工業大学受託研究員取扱規程（昭和６０年北工大達第２号）の一部を次のように改正する。

　別表（第６条、第７条関係）中、『文部科学省「国立試験研究機関等に従事する研究職員のため

の国内留学制度」による受託研究員』の項を削る。

　　　附　則

　この規程は、平成１４年４月１８日から施行し、平成１４年４月１日から適用する。

　　　改正理由

　「受託研究員、私学研修員、専修学校研修員、公立高等専門学校専門研修員、公立大学研修員及

び教員研修センター研修員の研究料について」（平成１３年３月３０日付け１２文科振第２９４号文部科学

省研究振興局長通知）及び「受託研究員の受入れ等について（平成１３年３月３０日付け１２文科振第２９

６号文部科学省研究振興局長通知）」の一部改正に伴う所要の改正

氏 名
国籍・年齢

受 入 学 科
職名・氏名

研 究 題 目 受入期間

(Tang Shihua)

唐世

中華人民共和国・３０才

機械システム工学科

教授・小林　道明
超音波非破壊材料評価法

Ｈ１４．４．１

～Ｈ１６．３．３１

(Gai Xiaohui)

蓋暁輝

中華人民共和国・３２才

機械システム工学科

教授・二俣　正美

ホローカソード型プラズマトー

チを用いた溶射プロセスの高度

化

Ｈ１４．４．１

～Ｈ１５．３．３１

(Chen Bing)

陳　兵

中華人民共和国・３２才

化学システム工学科

教授・吉田　孝

再生資源としてのカシュー殻に

ついての研究

Ｈ１４．４．１

～Ｈ１５．３．３１

諸報・規程

－２５－
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＝　日誌　＝

（総　務　課）

３月４日　学年末休業日（～３１日）

　　　　　第７回附属図書館委員会

　　５日　第６４４回教授会

　　　　　第１２１回研究科委員会

　　　　　入学者選抜委員会

　　６日　前期日程合格発表

　　１１日　人事委員会

　　１２日　後期日程入学試験

　　１３日　総務委員会

　　　　　大学院専攻主任会議

　　１４日　学長主催特別講演会

　　１５日　第４回構造改革ワーキンググループ

　　１８日　地域共同研究センター講演会

　　　　　学生委員会

　　　　　留学生交流の夕べ

　　１９日　第６４５回教授会

　　　　　第１２２回研究科委員会

　　　　　入学者選抜委員会

　　２０日　後期日程合格発表

　　　　　教務委員会

　　２５日　平成１３年度学位記授与式

　　２７日　学長退官記念講演会、祝賀会

　　２９日　北見工業大学永年勤続者退職時表彰

４月１日　春季休業日（～５日）

　　２日　入学者選抜委員会

　　３日　第６４６回教授会

　　４日　平成１４年度入学式

　　　　　学生後援会総会

　　５日　大学院専攻主任会議

　　　　　新入生ガイダンス（編入生を含む）

　　８日　前期授業開始

　　９日　第５回構造改革ワーキンググループ

　　１０日　総務委員会

　　１１日　人事委員会

　　１２日　教務委員会

　　１６日　入学者選抜委員

　　１７日　第６４７回教授会

　　　　　第１２３回研究科委員会

　　１８日　学生委員会

※この学報は再生紙を使用しています。
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